
教育支援課

令和４年７月６日
令和４年度
第１回総合教育会議

不登校支援の充実のために
～小学校校内適応教室開設に向けて～



本日の内容

■ 不登校児童生徒の割合の推移等

■ 今後に向けての取組

■ 社会的な背景要因等

1

～小学校の校内適応教室について～



令和２年度 全国の不登校児童生徒

※いじめや暴力行為は，大幅減少。
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長期欠席の割合の推移〔小学校〕
（％）
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長期欠席の割合の推移〔中学校〕
（％）



不登校児童生徒の割合の推移（小学校）
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（％）



不登校児童生徒の割合の推移(小学校)

鈴鹿市立の小学校
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（％）



【本市】 不登校児童生徒の割合の推移
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【本市】 不登校児童生徒の割合の推移
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（％）



不登校児童生徒の割合の推移(中学校)
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（％）



不登校児童生徒の割合の推移（中学校）

鈴鹿市立の中学校
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（％）



不登校児童生徒の割合の推移（中学校）

◆増加率が抑えられている要因
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中学校での適応指導教室〔例〕



社会的な背景要因➀
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社会的な背景要因②
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（学校以外の場における学習活動等を行う不登校児童生徒に対する支援）
第十三条 国及び地方公共団体は、不登校児童生徒が学校以外の場において

行う多様で適切な学習活動の重要性に鑑み、個々の不登校児童生徒の休養
の必要性を踏まえ、当該不登校児童生徒の状況に応じた学習活動が行われる
こととなるよう、当該不登校児童生徒及びその保護者（学校教育法第十六条に
規定する保護者をいう。）に対する必要な情報の提供、助言その他の支援を行
うために必要な措置を講ずるものとする。



社会的な背景要因③

③特別な支援が必要な児童の対応

④その他
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今後に向けての取組 〔国〕
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➀



今後に向けての取組 〔国〕
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今後に向けての取組 〔国〕
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今後に向けての取組 〔鈴鹿市〕

19



今後に向けての取組 〔鈴鹿市〕

＊小学校

◇教室に入りづらい児童：１２１人
＊仲間との人間関係の構築に不安を感じる
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・ すでに教職員の工夫と努力で教室に入ることの
できない児童の別室対応をしている学校も・・・

＊周囲に対する敏感さがあり恐怖を感じる

☆個々の課題の応じた居場所づくりが必要
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小学校での校内適応教室〔例〕



☆個々の特性の応じた個別最適な支援が可能に

今後に向けての取組 〔鈴鹿市〕

＊小学校
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・ １対１もしくは少人数での対応が可能。

・ 自分のペースで学習を進めることが可能。
・ 少しずつ人間関係の構築を学ぶことが可能。

・ 学校内に居場所があることで登校や学校生活
への意欲を高めることができる。 など



今後に向けての取組 〔鈴鹿市〕
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＊小学校

令和4年度4月現在



今後に向けての取組 〔鈴鹿市〕
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●小学校は，配置教員数が少ない。

＊小学校

●小学校は，授業外の時間が少ない。

☆居場所づくりに向けた人的配置が必要
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